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Abstract   Two specimens [157.5–269.1 mm standard length (SL)] of Bigtooth Pomfret, 
Brama orcini Cuvier, 1831 (Bramidae), collected from Kyoto Prefecture (Sea of Japan 
coast), Japan, represent the northernmost record of the species, which had not previously 
been recorded from the Japan Sea coast. In addition, two examples of Brilliant Pomfret, 
Eumegistus illustris Jordan and Jordan, 1922 (350.0 and 378.0 mm SL), also collected 
from the Japan Sea coast of Kyoto Prefecture, similarly represent the northernmost records 
for the species.
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シマガツオ科 Bramidaeは三大洋に広く分布し，
７属 20有効種が知られており（Mead, 1972），

日本近海からは標本に基づき 6属 10種が記録され
ている（波戸岡・甲斐，2013；Hibino et al., 2014）．
本科魚類は延縄漁で混獲され，シマガツオ Brama 
japonica Hilgendorf, 1878をはじめとする資源量の多
い一部の種は，漁獲対象となり食用にされている（谷
津，1997；Laboute and Grandperrin, 2016）．また，本
科魚類はマグロ類など大型回遊魚にとっての重要
な餌生物となっており，しばしばこれらの胃内容
物から見出される（谷津，1997）．
本科魚類のうち，マルバラシマガツオ Brama 

orcini Cuvier, 1831は，三大洋に広く分布する
（Mead, 1972）．日本におけるマルバラシマガツオ
の分布は，これまで相模湾，三重県熊野灘，長崎
県橘湾，鹿児島県および琉球列島から知られてい
たが（波戸岡・甲斐，2013；畑ほか，2015, 2016；

小枝ほか，2018），2016年 12月に京都府若狭湾
から１個体，2017年 7月に和歌山県太地町沖の
熊野灘から 2個体のマルバラシマガツオが得られ
た．京都府で漁獲された個体は，日本海における
標本に基づく本種の初めての記録かつ分布北限を
更新し，太地町沖の熊野灘で漁獲された個体は，
和歌山県における標本に基づく初めての記録とな
る．
また，チカメエチオピア Eumegistus illustris Jordan 

and Jordan, 1922は，アフリカ東岸からハワイ諸島
およびフレンチポリネシアまでのインド -太平洋か
ら広く記録がある（Mead, 1972）． 2017年 1月には
京都府の京丹後市湊沖と若狭湾からそれぞれ 1個
体のチカメエチオピアが得られた．日本において
本種は，相模湾から八重山諸島与那国島にかけて
の太平洋・東シナ海，および九州 -パラオ海嶺か
ら記録されており（波戸岡・甲斐，2013；Koeda 

日本海から得られたマルバラシマガツオと
チカメエチオピア（シマガツオ科）の記録
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et al., 2016），京都府で漁獲された個体は，日本海
における本種の標本に基づく初めての記録かつ分
布北限を更新する．
日本海の表層水（おおむね水深 300 m以浅）は，

暖流の対馬海流と寒流のリマン海流からなるとさ
れており，そのうち黒潮を起源とする対馬暖流は，
日本海南西部の対馬海峡から流入し，日本列島と
朝鮮半島東岸に沿って北上する（長沼，2000）．
田城ほか（2017）は，このような対馬暖流の北上
によってもたらされる日本海海域への南方系種の
供給は，その程度や魚種によって季節差はあるも
のの周年を通じて生じている可能性を示した．本
研究で報告する若狭湾，京丹後市湊沖から得られ
たシマガツオ科魚類も同様に対馬暖流の影響によ
り偶来したと考えられ，対馬暖流による南方系魚
類の輸送の一例となると考えられる．2種は日本
海側にも広く分布する可能性があるが，その出現
頻度や分布状況を明らかにするためには，今後も
分布記録を収集する必要がある．したがって，こ
れら 2種の分布情報の蓄積を目的として，標本を
記載しここに報告する．

材 料 と 方 法

計数・計測方法は Moteki et al.（1995）にしたがっ
た．Moteki et al.（1995） は，scale rows in 
longitudinal seriesについて詳述していないが，本
研究では Hibino et al.（2014）にしたがい，側線に
隣接する下方の鱗数を計数した（日比野友亮，私
信）．標準体長は体長，または SLと表記し，計
測はデジタルノギスを用いて 0.1 mmまで行った．
各種の生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影され
たカラー写真に基づく．標準和名と学名は波戸
岡・甲斐（2013）にしたがった．本報告に用いた
標本は，京都大学舞鶴水産実験所（FAKU）に保
管されている .

Brama orcini Cuvier, 1831
マルバラシマガツオ

（Figs. 1, 2；Table 1）

標本　FAKU 143448，体長 269.1 mm，京都府舞
鶴市成生沖若狭湾（京都府漁業協同組合舞鶴地方
卸売市場で採集），定置網，2016年 12月 25日，
甲斐嘉晃・田城文人；FAKU 145780，体長 157.5 

Fig. 1.　Fresh (A) and preserved (B, C) specimens of Brama orcini from Japan. A, C: FAKU 143448, 
269.1 mm SL, Wakasa Bay, Kyoto; B: FAKU 145780, 157.5 mm SL, off Taiji, Wakayama.
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Table 1.　Counts and measurements, expressed as percentages of standard and head lengths, of Japanese specimens of 
Brama orcini and Eumegistus illustris

Brama orcini Eumegistus illustris
FAKU 
143448

FAKU 
145780

FAKU 
145781

FAKU 
143587

FAKU 
143842

Locality Kyoto Wakayama Wakayama Kyoto Kyoto
Standard length (SL; mm) 269.1 157.5 131.4 378.0 350.1
Counts
Dorsal-fin rays 32 34 31 33 33
Anal-fin rays 28 26 27 22 24
Pectoral-fin rays 20 18 18 20 20
Scale rows in longitudinal series 51 53 54 50 47
Scale rows above lateral line 9 11 12 15 14
Scales below lateral line 11 12 11 14 12
Pre-dorsal fin scales 33 34 33 30 31
Upper + lower gill rakers 4 + 9 4 + 10 3 + 10 1 + 8 1 + 8
Measurements (% of SL)
Fork length 119.8 110.6 115.1 114.3 115.6
Body depth 47.7 51.1 54.6 46.0 47.2
Body width 11.2 11.0 12.3 14.3 14.7
Head length 26.5 25.7 30.9 26.1 26.9
Head width 11.9 13.4 13.7 14.7 15.8
Snout length 6.9 6.1 6.8 7.5 7.8
Interorbital width 7.4 7.5 8.1 10.1 10.6
Upper-jaw length 13.2 14.3 15.7 13.4 13.9
Horizontal eye diameter 6.0 7.2 8.0 6.6 6.8
Greatest eye diameter 6.8 8.3 9.2 7.7 8.1
Pre-dorsal-fin length 41.1 40.1 43.2 37.1 38.3
Pre-anal-fin length 59.4 57.7 60.5 56.2 58.0
Snout tip to pectoral-fin insertion 28.9 45.1 48.0 36.3 36.5
Dorsal-fin base length 62.4 56.6 57.3 53.5 54.6
Anal-fin base length 49.0 45.7 48.8 34.2 34.3
Dorsal-fin origin to pectoral-fin insertion 47.4 50.9 53.2 43.3 45.4
Pectoral-fin base length 7.5 6.7 8.3 7.2 7.4
Pectoral-fin base (ventralmost) to pelvic-fin insertion 14.0 15.9 14.6 8.4 8.9
Pectoral-fin length 34.1 33.8 35.4 26.6 26.5
Pelvic-fin length 9.0 9.5 9.5 13.2 11.5
Length of 5th dorsal-fin ray 14.1 15.0 15.8 19.5 11.6
Length of 5th anal-fin ray 4.8 4.6 – 9.8 12.7
Length of upper caudal-fin lobe 39.7 0.0 45.0 28.6 26.7
Length of lower caudal-fin lobe – – – 26.6 25.0
Central caudal-fin length 12.1 14.7 15.5 17.6 19.1
Caudal-peduncle length 13.3 9.3 11.7 14.3 14.8
Caudal-peduncle depth 6.9 6.9 7.7 8.4 8.2
As % head length
Body depth 179.9 176.4 176.4 176.5 175.3
Snout length 26.0 21.1 22.0 28.6 29.0
Greatest eye diameter 25.5 28.6 29.9 29.6 30.2
Interorbital width 28.1 26.0 26.1 38.8 39.2
Upper-jaw length 49.6 49.3 50.8 51.2 51.6
Pectoral-fin base (ventralmost) to pelvic-fin insertion 52.6 55.1 47.3 32.1 33.1



荻野　星ほか248

mm，FAKU 145781，体長 131.4 mm，和歌山県太
地町沖の熊野灘，2017年 7月 16日，松本卓也．

記載　計数形質と各部位の体長に対する割合を
Table 1に示した．体は強く側扁し，前後方向に
長い卵形．頭部背縁は突出し，丸みを帯びる．背
部の輪郭は，吻端から主鰓蓋の上方にかけて急な
カーブを描き，そこから背鰭起部までは緩やかな
輪郭を描いた後，背鰭基底後端にかけて緩やかに
下降する．体腹縁は，下顎先端から腹鰭基底部に
かけて急なカーブを描き，そこから臀鰭起部まで
体軸とほぼ平行になり，そこから臀鰭基底後端ま
で緩やかに上昇する．眼隔域はやや突出する．尾
柄部は細く，背縁と腹縁ともに体軸と平行．体高
は頭長の 176.4–179.9%と高く，背鰭起部で最大．
腹鰭起部は胸鰭基底上端よりも後方に位置し，背
鰭起部は腹鰭起部よりも後方に位置する．左右の

腹鰭は近接する．臀鰭起部は背鰭第 9–12軟条直
下付近に位置する．胸鰭後端は背鰭第 13–15 軟条
基部直下に達する．背鰭基底後端は臀鰭基底後端
直上に位置する．尾鰭は強い湾入形で，体長
157.5 mm（FAKU 145780）と体長 131.4 mm（FAKU 
145781）の比較的小さな個体では，上葉が下葉よ
りやや伸長する．側線は完全で，鰓蓋後縁上方か
ら尾鰭基底中央付近にかけて，体背縁にそって並
走する．眼は体軸と垂直方向にやや長い楕円形．
口裂は斜めで，上顎後端は眼窩の中央付近に位置
する．下顎先端は上顎先端よりも突出し，主上顎
骨後端は丸みを帯びる．上顎には鋭い円錐歯が 1
列に並ぶ．下顎には鋭い円錐歯が 2列に並び，下
顎先端には 2対の鋭い犬歯状歯がある．鼻孔は 2
対で，眼の前方に位置する．前鼻孔は円形，後鼻
孔は背腹方向に長い楕円形で，互いに近接する．
腹鰭は腋鱗を有する．背鰭鰭膜は，第 1軟条から
第 13軟条付近までは基底から上端の 3/4にわたっ
て，それ以降は 1/2程度が被鱗する．臀鰭鰭膜は
第 1軟条から第 6軟条まではおおむね全域が，そ
れ以降は基底から 1/2程度が被鱗する．体側鱗は
円鱗で硬く，体軸と垂直方向に細長い．頭部，主
上顎骨および鰓蓋は被鱗するが，下顎と吻部は無
鱗．尾柄から尾鰭基底の鱗は後方にむかうにつれ
て小さくなる．鰓耙は細長く鰓弁より短い．

色彩　生鮮時の色彩（標本の生鮮時の写真に基
づく；Fig. 1A）．体背面は一様に暗灰色．体側上
部は灰色．体側下部および体腹面は一様に銀色．
下顎先端は暗色．背鰭鰭膜は一様に灰色で上縁付
近は黒みがかる．臀鰭基底部は銀灰色で，縁辺は
黒色．腹鰭は一様に白色．胸鰭は半透明．尾鰭は
黒色で，湾入部の後縁は白色．
固定後の色彩（Fig. 1B, C）では体背面は暗い褐

色となり，体側および体腹面は一様に暗い茶褐色
または淡黄色となり無斑．背鰭および臀鰭の鰭膜
は暗褐色で，臀鰭の前方の鰭膜の無鱗域のみク
リーム色となる．尾鰭はおおむね暗褐色で湾入部
の後縁は半透明の白色．胸鰭はクリーム色．吻部
の無鱗域は黒色．

分 布　本種は三大洋に広く分布する（Mead, 
1972； Last and Moteki, 2001；Bos and Gumanao, 2013；
Fricke et al., 2018）．日本国内では，京都府若狭湾（本
研究），相模湾（波戸岡・甲斐，2013），三重県熊野
灘（Hibino et al., 2014），和歌山県太地町湊沖（本研
究），長崎県橘湾（畑ほか，2016），鹿児島県（薩摩
半島・大隅半島，種子島，トカラ列島中之島近海，
奄美大島）（畑ほか，2015；畑・本村，2016；小枝

Fig. 2.　Distributional records of Brama orcini (top) and 
Eumegistus illustris (bottom) in Japan. Circles and stars 
indicate previous and present records, respectively. Both 
species recorded from the Ogasawara Islands (precise 
locality unknown).
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ほか，2018），八重山諸島および小笠原諸島（望月，
1984a；波戸岡・甲斐，2013）から記録がある（Fig. 2）．
また，周辺海域では済州海峡（33˚53'N, 126˚46'E）か
ら記録されている（Lee et al., 2014）．

備 考　記載標本は，Mead（1972）や Last and 
Moteki（2001）にしたがい，体が強く側扁すること，
軟条のみで構成される単一の背鰭を有すること，
口裂は斜めで，体側鱗は円鱗で硬く，体軸と垂直
方向に細長いこと，尾鰭の上葉がわずかに伸長す
ること，そして上唇前端は鼻孔の前方付近で吻と
接続されており不可動などの特徴をもつことから，
Brama属に同定された．また，記載標本は胸鰭基
部下端から腹鰭起部までの距離が体長の 14.0–
15.9%かつ頭長の 47.3–55.1%であること，縦列鱗
数が 51–54であること，背鰭軟条数が 31–34であ
ること，および臀鰭軟条数が 26–28であること
などの特徴をもつことから，Mead（1972），Last 
and Moteki（2001）および波戸岡・甲斐（2013）
の報告した B. orciniの特徴とよく一致したため本
種に同定された．
上述の通り，国内において本種はこれまでに相

模湾以南の太平洋および長崎県以南の東シナ海か
ら広く記録されていたが，日本海（若狭湾）から
の記録は無かったため，記載標本は同海域からの
本種の初めての記録となる．

Eumegistus illustris Jordan and Jordan, 1922
チカメエチオピア

（Figs. 2, 3；Table 1）

標本　FAKU 143587，体長 378.0 mm，京都府京
丹後市湊沖（京都府漁業協同組合舞鶴地方卸売市
場で採集），定置網，2017年 1月 10日，田城文人；
FAKU 143842，体長 350.1 mm，京都府舞鶴市成生
沖若狭湾（京都府漁業協同組合舞鶴地方卸売市場
で採集），定置網，2017年 1月 27日，田城文人．

記載　計数形質と各部位の体長に対する割合を
Table 1に示した．体は強く側扁し，前後方向に
長い卵形．背部の輪郭は，吻端から主鰓蓋の上方
にかけて急なカーブを描き，そこから背鰭起部ま
では緩やかな輪郭を描いた後，背鰭基底後端にか
けて緩やかに下降する．体腹縁は，下顎先端から

Fig. 3.　Fresh (A) and preserved (B, C) specimens of Eumegistus illustris from Kyoto, Japan. A, B: 
FAKU 143842, 350.1 mm SL; C: FAKU 143587, 378.0 mm SL.



荻野　星ほか250

腹鰭基底部にかけて急なカーブを描き，そこから
臀鰭起部まで体軸とほぼ平行になり，そこから臀
鰭基底後端まで緩やかに上昇する．眼隔域はわず
かに突出する．尾柄部は体背縁，体腹縁ともに体
軸と平行で，背面に溝はない．体高は頭長の
175.3–176.5%と高く，背鰭起部で最大．腹鰭起部
は胸鰭基底上端よりも後方に位置し，背鰭起部は
腹鰭起部よりも後方に位置する．臀鰭起部は背鰭
第 16軟条直下付近に位置する．胸鰭後端は背鰭
第 14–15軟条基部直下に達する．背鰭基底後端は
臀鰭基底後端直上に位置する．尾鰭は二重湾入型
で，上下端は伸長し，中央部が膨出する．側線は
完全で，鰓蓋後縁上方から尾鰭基底中央付近にか
けて，体背縁に並走する．眼は体軸と垂直方向に
長い楕円形．口裂は斜めで，上顎後端は眼径の中
央付近に位置する．下顎先端は上顎先端よりも突
出し，主上顎骨後端は丸みを帯びる．両顎にブラ
シ状の歯が密生し，その歯帯の内側と外側に鋭い
円錐歯がそれぞれ 1列ある．鼻孔は 2 対で眼の前
方に位置する．前鼻孔は円形，後鼻孔は縦に細長
いスリット状で，互いに近接する．腹鰭は腋鱗を
有し，左右の腹鰭は離れる．前鰓蓋骨の後縁は円
滑．背鰭鰭膜は，第 1軟条から第 15軟条付近ま
では基底から上端の 3/4にわたるまで，それ以降
は 1/2程度が被鱗する．臀鰭鰭膜は第 1軟条から
第 6軟条まではおおむね全域が，それ以降は基底
から下端の 1/2程度が被鱗する．体側鱗は円鱗で
硬く，露出部はやや角ばる．前鰓蓋骨後部，主鰓
蓋骨後部，吻部および下顎は無鱗．尾柄から尾鰭
基底の鱗は後方に向かうにつれて小さくなる．鰓
耙は細長く，先端は丸い．

色彩　生鮮時の色彩（標本の生鮮時の写真に基
づく；Fig. 3A）．頭部と体は一様に銀色で，背部
は黒色がかる．腹鰭基底から臀鰭起部にかけての
体腹縁辺および吻部は黒色．背鰭は黒色で，第 1
軟条から第 9軟条にかけての鰭膜上方は半透明の
白色，被鱗域は銀色がかる．臀鰭は第 1軟条から
第 8軟条にかけての鰭膜は半透明の白色で，それ
以降は一様に黒色，被鱗域は銀色．腹鰭はおおむ
ね一様に半透明の白色で基底部は黒色がかる．胸
鰭は半透明で基部から中央にかけて広く黒色がか
る．尾鰭はおおむね黒色で，両葉の先端付近は白
色，被鱗域は銀色．
固定後の色彩（Fig. 3B, C）では全体が黒みがか

り，体側および腹面は一様に暗い茶褐色で無斑．
背鰭，臀鰭および尾鰭の鰭膜は暗褐色で，背鰭と
臀鰭前方の鰭膜の無鱗域と尾鰭の上下端はクリー

ム色となる．胸鰭はクリーム色で基部は暗褐色．
吻部の無鱗域は黒色．

分布　本種は，アフリカ東岸からハワイ諸島お
よびフレンチポリネシア，オーストラリアから日本
にかけてのインド -太平洋に広く分布する（Mead, 
1972；Last and Moteki, 2001；Laboute and Grandperrin, 
2016）．日本国内では，京都府の京丹後市湊沖と若
狭湾（本研究），相模湾（Senou et al., 2006），紀伊
水道（池田・中坊，2015），土佐湾（谷津，1997），
奄美大島から八重山諸島与那国島までの琉球列島
（望月，1984b；Shinohara et al., 2005；岡本，2014；
畑ほか，2015；Koeda et al., 2016；畑，2019），宝永
海 山（30˚52'30″N, 138˚43'36″E；Kuriiwa et al., 2014），
小笠原諸島（青木，1984），および九州―パラオ海
嶺（赤崎，1982）から報告がある（Fig. 2）．

備考　京都府から得られた標本は，Mead（1972）
や Last and Moteki（2001）にしたがい，体は強く
側扁すること，軟条のみで構成される単一の背鰭
を有すること，口裂が斜めであること，体側鱗は
円鱗で硬く，露出部はやや角ばること，上主上顎
骨を鱗が覆うこと，上唇は吻前端と接続されてお
らず可動などの特徴をもつことから，Eumegistus
属に同定された．また，同標本は，臀鰭軟条が
22–24であること，尾柄背面に溝がないこと，腹
鰭基部が胸鰭基部上端より後方にあること，背鰭
と臀鰭が被鱗すること，眼窩域がやや突出するこ
と，左右の腹鰭が離れること，尾鰭は二重湾入型
であること，および尾柄から尾鰭基底にかけて
の鱗が後方にむかうにつれて小さくなることなど
の特徴が Mead（1972）や Last and Moteki（2001），
波戸岡・甲斐（2013）が示した E. illustrisの特徴
とよく一致したため本種に同定された．
上述の通り，本種はこれまでに日本海からは記

録が無かったため，記載標本は本種の標本に基づ
く日本海からの初めての記録である．
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